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 互いに⾯内回転した⼆層グラフェンは, その回転⾓度によって様々な電⼦状態を⽰す. 

最近, 5°以下の回転⾓度においてフェルミ速度が⼤きく減少し, 特に回転⾓約 1°のマジッ

クアングルと呼ばれる回転⾓度において超伝導性を⽰すことが実験的に⽰され話題となっ

ている[1]. 積層グラフェンは従来の機械的剥離・転写技術で作製されているが, 精密な回転

⾓制御が困難である上に ARPES などによる電⼦状態観察に必要な⼤⾯積化が難しい. 

 我々は RHEED を⽤いて回転⾓を制御し, ⾼真空中でグラフェンを貼り付けることで⼤⾯

積の⼆層グラフェンを得た[2]. 上下それぞれに単層グラフェン/3x3 バッファー層/SiC 基板

を設置して圧着を⾏い.ラマン分光および LEED, ⾓度分解光電⼦分光(ARPES)により評価

を⾏った. 図１に上下それぞれの基板の圧着前後の光学顕微鏡像を⽰す. ラマン分光測定

と LEED 像観察から, 明るい部分に回転⾓約 4°の⼆層グラフェンが存在することが確認さ

れた. 図２はこの箇所についての ARPES 測定の結果である. ３組(A, B, C)のグラフェンの

ディラックコーンが⾒られた. 当⽇は, 回転⾓の異なる⼆層グラフェンの ARPES 測定の結

果も合わせて発表する予定である. 
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図１ 光学顕微鏡像 図２Γ-K に垂直な ARPES 像 
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